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令和７年第２回臨時会
【会期：４月30日～５月８日（９日間）】
審議された主なことがら

　条例の専決処分の承認を求める案件２件、補正予算の専決処分の承認を求める案件1件、契約に
関する案件１件、補正予算に関する案件１件の計５件を審議しました。審議された主なことがらと
して、ヘルシーランド温泉保養館の大規模改修工事に関するものを掲載しています。

　今回の補正により、一般会計歳入・歳出にそれぞれ
1,525万７千円を追加し、予算の総額は285億3,025万
７千円になりました。

一般会計補正予算

ヘルシーランド温泉保養館大規模改修工事（建築）請負変更契約の締結
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【契約変更額】 2,194万円

ヘルシーランド大規模改修追加工事に係る工事請負費
　　　　　　　　　　　　　　　　　【追加による補正額】 1,525万円

市の要望や業者の提案を基に、設計、
施工された仕切り壁を、コンセプトの
変更により撤去しようとしているが、
工事費が増える理由は何か。

ヘルシーランド温泉保養館内に浴槽を
改めて造るということであったが、当
初計画のあった露天風呂を造らなかっ
たのはなぜか。

解体費用、修復費用、設計費用など追
加工事に伴う費用の総額は2,744万４
千円と理解してよいのか。

利用者の安全を最優先させるため追加工事
で撤去させていただきたい。建築課では平
面図で仕切り壁の高さを認識していたが、
実際の高さについて関係課と共有できてい
なかった。

コスト面に加え、露天風呂が施設の外から
見えてしまうという懸念があった。
将来、露天風呂を造るための配管のみを整
備し、今回は露天風呂の設置を見送った。

そのとおりである。
追加工事の総額自体は2,194万４千円である。
このほか、営業損失額として550万円を加え、
合計で2,744万４千円となる。
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開館が待たれるヘルシーランド開館が待たれるヘルシーランド たまて箱温泉と開聞岳たまて箱温泉と開聞岳
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山川庁舎のねずみ等防除業務および空気
環境測定業務等に係る委託料　　41万円

指宿火葬場の修繕料　　　　　　61万円

労務費および資材価格の高騰等に伴う工
事請負費　　　　　　　　2億8,524万円
○北指宿中学校の長寿命化改修等事業
　および武道場整備事業
○南指宿中学校特別教室棟長寿命化改修
　等事業

新たな健幸ポイント事業の実施に係る
報償費　　　　　　　　　　　272万円

鳥獣被害対策実践事業の申請件数増に
伴う補助金　　　　　　　　　　60万円

大成運動場照明柱の撤去および電気設備
移設に係る委託料　　　　　　　81万円

令和７年第２回定例会
【会期：６月５日～７月３日（29日間）】
審議された主なことがら

　令和６年度繰越計算書の報告に関する案件５件、条例に関する案件10件、補正予算に関する案件
７件、財産の取得に関する案件１件、契約に関する案件１件、市道の認定に関する案件２件の計26
件と陳情２件、意見書（案）２件を審議しました。
　審議された主なことがらは、次のとおりです。

　今回の補正により、一般会計歳入・歳出にそれぞれ
5億2,130万5千円を追加し、予算の総額は290億5,156
万２千円になりました。

一般会計補正予算

歳出補正の主なもの

指宿火葬場

大成運動場
照明柱
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委員会審査報告 総務水道委員会

コミュニティ助成事業
宮之前自治公民館に対する補助金　　　　　　【事業費】240万円

定住促進助成金　　　　　　　　　　　　　【事業費】1,520万円

指宿市部設置条例の一部改正

指宿市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正

コミュニティ助成事業は、空調
やテレビ、椅子、テーブルなど
が対象となることは知っていた
が、踊りの衣装も以前から対象
だったのか。

定住促進助成金の申請が増えて
いるのは、空き家も活用されて
いると理解していいのか。

産業振興部の名称を、農水商工
観光部に改めるとのことだが、
なぜこの時期に行う必要がある
のか。

投票立会人への報酬を、従事し
た時間に応じて支払うようだが、
具体的にはどのようなものなの
か。

高校生ということだが、18歳以
上の生徒が対象になるのか。
また、従事できる高校生の確保
はできているのか。

以前から対象となっている。

空き家バンクを通して購入される人がいるほ
か、地元の不動産会社を通して直接中古物件
を購入される人もいると聞いている。

これまでの産業振興部と農政部を統合し、令
和７年４月から産業振興部としてスタートし
たが、市の基幹産業である、農業、水産業、
商工業、観光業をより明確に示したいためで
ある。

これまで日額で支給していたが、夏場の時期
は体調を崩されることが想定され、また、今
回から期日前投票所立会人に高校生の起用を
考えており、長時間の従事とならないように、
交代制を望む声があったことから、時間に応
じた額により支給できるようにする。

市内に３カ月以上継続して在住しており、
従事する日の翌日までに18歳を迎える生徒
を考えている。
また、市内の２つの高校から従事できると
の回答をいただいている。
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委員会審査報告 文教厚生委員会

高等学校等デジタル人材育成支援事業 　　　【事業費】500万円

市指定文化財敷地内の雑木伐採　　　　　　　【事業費】44万円

市民会館条例の一部改正

プログラミングロボットとは、
どういうものか。

開聞仙田にある市指定有形文化
財「上仙田東屋敷供養塔群」の
敷地内にある雑木の枝を伐採す
るということだが、規模はどの
程度なのか。

令和８年度から使用料金を改定
するということだが、他の施設
も料金改定を提案するのか。

改正後の使用料の収入額は、現
在の額と比較するとどの程度上
がるのか。

旧市民会館に指定管理者制度を
導入していたとき、指定管理者
の対応が良くないという情報を
頂いたが、事業者の選定基準を
しっかりと設けているのか。ま
た、サウンディング調査の際、
接遇の説明も行ったのか。

ロボットを作るにあたって、総
体的に幾らぐらいかかるのか。
また、商業高校の全ての科で実
施するのか。

生徒が、動きを指示するプログラムを入力し
て動かすロボットで、例えば円形型のお掃除
ロボットなどを検討している。

対象の雑木は、高さ約13メートル、幹の直径
が約１メートルのホウショウの木が１本であ
る。今回、伐採する枝は、地上から約６メー
トルの高い位置にあり、幹の直径が20センチ
メートル、長さ約14メートルの枝である。

市民会館については、令和８年度から指定管
理者制度を導入したいため、今回、先に改定
したいと考えている。

令和５年度と令和６年度の２年間の平均の使
用料が265万3,358円である。改定後の使用料
の上限で試算した場合、370万6,340円となり、
105万2,982円の増となる。

サウンディング調査において、さまざまな事
業の提案を受けたが、業務内容や接遇につい
ては、仕様書等でしっかり示したいと考えて
いる。

ロボットは作るのではなく既存のものを購入
する。プログラムを入力して動かすのが目的
である。
商業高校の全ての科を対象としている。
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委員会審査報告 産業建設委員会

　

市町村振興助成金
指宿中央通り未来協議会への補助金　　　【事業費】 1,000万円

池田湖園路移設工事　　　　　　　　　　【事業費】 1,200万円

指宿港海岸のメッセージブロック刻印権
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【事業費】49万円

指宿中央通り未来協議会のメン
バー構成はどうなっているのか。

令和６年の台風10号で被害を受
けた園路の移設工事は、市の単
独事業になるのか。
また、何メートルの工事になる
のか。

指宿港海岸のメッセージブロッ
ク刻印権とは、どういうものな
のか。

現在、指宿中央通りのアーケー
ドは途中まで解体されているが、
令和７年度中に全て解体される
のか。

活用している鹿児島県市町村振
興協会の補助事業は、５年間で
総額2,500万円の補助事業なの
か。

今回は応急措置ということだが、
抜本的な整備工事は予定されて
いるのか。

指宿中央通りで商売をされている人や、商店
を持っている人および協議会に賛同する人々
で、総勢23の事業者で協議会を構成している。

全て市の単独事業になる。園路の破損した部
分を取り除き、そこを土で埋め、元の園路か
ら県道側に５メートル離れた位置に移設する。
移設の距離は、127メートルになる。

指宿港海岸を整備する際に、敷き詰めたレン
ガに刻印する権利を販売するものである。当
面は、ふるさと納税を活用して市外向けに発
信する。

令和７年度は、ガソリンスタンド横の交差
点から海側の信号機まで、両サイド合わせ
て307メートルを撤去する予定になっている。
撤去時期は温泉祭後の、10月から11月頃を予
定している。

５年間で2,000万円を上限に補助対象経費
の８割が補助される。５年間の事業費を約
3,400万円と計画しているので、約1,400万円
は中央通り未来協議会が負担することになる。

現在、国の制度を活用できないか、池田湖の
管理者である県と、中長期的な計画について
検討を進めている。
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議員定数議員定数２２減案を可決減案を可決!!!!

議員報酬の改定議員報酬の改定!!!!

　本市議会では、地方議会を取り巻く環境の変化に対応するため、令和６年９月に「議会活
性化等調査特別委員会」を設置し、議会活性化への取り組みや議員定数、議員報酬等の見直
しに関して幅広く議論を行い、令和７年６月定例会において、議員定数を現在の18人から２
人削減する条例改正案を賛成多数で可決しました。 これにより、次の市議会議員選挙（令和
８年１月執行予定）から議員定数は16人になります。主な審議内容は以下のとおりです。

　昨今の社会情勢や本市の人口推移および財政状況等を鑑み、議会自らが改革に取り組み、
市民の負託に応えるため、議員定数条例の改正をしようとするもの。 

【反　対】
　議員削減は議会の活性化に逆行する。議員を少なくするということは若手が立候補する妨
げになり、幅広く多様な声を議会に届けるという意味においても制限されるのではないか。
【賛　成】
　議員が少なくなることで幅広く市民の声が聞けなくなるとは思っていない。議員に選ばれ
た一人一人が、それぞれ市政の発展、市民の幸福のために自覚をもって頑張ることでより良
くなっていくということを考えれば、今回は16人でいいと思う。

　「議会活性化等調査特別委員会」では、行財政運営のチェック機関としての役割を十分に果
たすとともに市民に開かれた議会活動を推進していくためには、議会運営等の改革による議会
の活性化に加えて、性別・年齢・職業に偏りがなく多様な人材が議員として活躍できる環境作
りが必要であることから、議員報酬の引き上げは必要不可欠であるとの結論に至りました。
　以上のことから、議員報酬の改定について、市議会議長から指宿市特別職報酬等審議会に
おいて、審議していただくよう市長に要望しました。

　議員報酬は平成22年の引き上げを最後に約15年間据え置きになっていること、全国の人口
規模類似市および県内他市と比較しても低い水準であること、また、女性や若者のほか、熱
意と実行力を持った優秀な人材に議員として立候補していただくための環境を整える目的か
ら、報酬額の引き上げが必要であるとの答申がありました。 

指宿市議会議員定数条例の一部改正

指宿市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

提案理由

指宿市特別職報酬等審議会からの答申

報酬の改定内容

討　論

議　　　長 月額388,000円 月額422,000円
副　議　長 月額310,000円 月額344,000円

委員長（常任・議会運営） 月額293,000円 月額327,000円
議　　　員 月額286,000円 月額320,000円

報酬の改定時期
令和８年２月12日
※次期、市議会議員の
　任期開始日から改定
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開聞中学校
中村 悠月さんの作品

開聞中学校
今村 ひかるさんの作品

　中学生の皆さんにご協
力いただきました作品を
紹介しています。

作品紹介

議会活性化等調査特別委員会
　議会活性化等調査特別委員会では、これまで市民アンケートの結果等を参考とし、議会の活
性化について議論を重ね、議員定数および議員報酬に関して結論を導き出しました。
　今後の予定として、次の事項を引き続き調査研究してまいります。

①委員会構成等について
　　議員定数が18人から16人（２人減）となるため、現在の委員会構成を見直し、議会運営
　の効率化について調査を行います。
②委員会における附帯意見について
　　現在、委員長が本会議で審査報告を行う際は、各委員の意見の中から主なものを報告し
　ていますが、今後、必要に応じて委員の意見を集約したものを、委員会の附帯意見として
　本会議で報告することについて調査を行います。
③請願・陳情の一部採択等について
　　現在、市議会にご提出いただいた請願・陳情において、「採択」または「不採択」の審議
　結果しか結論を導き出すことができず、提出者の願意や趣旨をできる限り取り入れること
　ができない状況となっていることから、「一部採択」や「趣旨採択」について調査を行います。
④議員の請負状況の公表について
　　議員のなり手不足に対応する目的で、議員個人が当該自治体に対して、年間300万円の範
　囲内で請負をすることが可能となっていることから、議員の請負状況を公表し、議会の透
　明性を高めることについて調査を行います。
⑤議会版ＢＣＰの策定について
　　災害時においても、議会の基本的な機能を果たす必要があるため、市が策定している地
　方防災計画や業務継続計画（ＢＣＰ）以外にも、議会独自の議会版ＢＣＰを策定すること
　について調査を行います。

中間報告

調査事項

8第８8号いぶすき市議会だより



　掲載内容は、主な質問と答弁の要旨であり、質
問者の文責によるものです。
　なお、詳しい内容は、次の方法でご覧いただけ
ます。
①会議録の閲覧（９月上旬からの予定）
　市議会事務局、山川・開聞庁舎、図書館、校区  
　公民館および市ホームページ

②会議の録画中継視聴

③写真下の二次元コードを、スマートフォン等の
　二次元コードリーダーで読み取ることで、
　一般質問の録画中継をご覧いただけます。

ここが聞きたい!!

指宿市　議会中継 検索

今回は、11人の議員が行いました。

動画視聴

動画視聴

恒
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吉　太
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東
ひがし

　勝
かつよし

義 議員
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。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連
携
し
て
下
宿
に
利
用
で

き
る
物
件
の
募
集
や
交
渉
が
で
き
な
い
か
。

答　

空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
て
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
依
頼
を
予
定
し
て
い
る
。
使
用
目
的
を
伝
え
可

否
を
仰
ぐ
こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

問　

生
徒
の
下
宿
管
理
や
生
活
支
援
に
携
わ
る
協
力
隊

員
を
新
た
に
募
集
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

い
く
つ
か
の
自
治
体
で
類
似
す
る
事
例
が
あ
り
、

制
度
上
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

跡
地
活
用
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

令
和
７
年
５
月
12
日
に
岩
崎
産
業
株
式
会
社
よ
り
、

　

令
和
８
年
７
月
ま
で
に
一
戸
建
て
の
宿
泊
棟
を
５
棟

建
設
す
る
予
定
が
あ
る
と
発
表
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
市
で
は
、
メ
ー
ル
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
を
行

っ
た
上
で
同
社
を
訪
問
し
、
内
容
確
認
や
現
在
の
進

　

捗
状
況
、
具
体
的
な
図
面
等
の
提
供
依
頼
を
行
っ
た
。

跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
期
待
が
大
き
い
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
同
社
と
の
連
携
を
密
に
し
、
早

期
建
設
に
向
け
た
働
き
掛
け
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

今
後
の
具
体
的
な
設
計
や
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
関
係
者
へ
の
情
報
共
有
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　

情
報
提
供
が
遅
れ
た
理
由
は
何
か
。

答　

正
式
な
情
報
提
供
を
頂
い
た
の
が
６
月
半
ば
で
あ

　

り
、
慎
重
に
扱
う
情
報
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、

明
確
で
な
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は
控
え
て
い
た
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
空
き
家
・
空
き
地
に
つ
い
て

〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
に
つ
い
て

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

か
い
も
ん
荘
跡
地
に
つ
い
て

令和７年８月18日発行9
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新
しんかわとこ

川床金
かねはる

春 議員

田
た な か

中　健
けんいち

一 議員

吉
よしむら

村　重
しげのり

則 議員

問　

10
年
前
と
比
較
し
て
、
病
院
数
、
病
床
数
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
制
度
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
た
の
か
。

答　

10
年
前
と
な
る
平
成
27
年
３
月
31
日
時
点
の
医
療

機
関
数
は
、
歯
科
を
除
い
て
50
医
療
機
関
、
病
床
数

は
１
７
４
４
床
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
令
和
７
年
４

月
１
日
時
点
で
は
、
44
医
療
機
関
、
病
床
数
は
１
３

　

４
８
床
と
な
っ
て
お
り
、
10
年
間
で
６
医
療
機
関
、

３
９
６
床
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
遠
隔
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
実
施

し
て
い
る
医
療
機
関
に
対
し
て
、
国
に
よ
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。
鹿
児
島
県
に

お
い
て
も
令
和
７
年
度
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
モ
デ

ル
事
業
を
行
う
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
国
や
県

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
水
道
事
業
に
つ
い
て

○
農
業
政
策
に
つ
い
て

問　

指
定
管
理
者
は
市
の
施
設
を
運
営
し
、
人
件
費
を

　

払
っ
た
後
、
３
０
０
０
万
円
利
益
が
出
て
い
る
。
市

民
に
は
、
税
金
や
使
用
料
お
よ
び
、
利
用
料
金
の
負

担
が
増
え
て
い
る
中
で
、
財
政
が
厳
し
い
市
と
し
て
、

改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

指
定
管
理
者
が
利
益
を
得
る
こ
と
は
問
題
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
利
益
の
中
か
ら
施
設
へ
の
再
投
資

や
観
光
客
等
へ
投
資
を
し
て
い
る
の
で
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

問　

露
天
風
呂
に
、
カ
ラ
ン
や
シ
ャ
ワ
ー
が
付
い
て
い

る
が
、
屋
外
に
洗
い
場
を
設
置
で
き
る
の
か
。

答　

屋
外
に
洗
い
場
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

屋
外
へ
の
カ
ラ
ン
や
シ
ャ

　

ワ
ー
等
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

　

県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

　

関
か
ら
の
助
言
を
い
た
だ
き

　

な
が
ら
実
施
し
て
お
り
、
問

　

題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

市
内
の
宿
泊
者
数
は
、
コ
ロ
ナ
前
に
回
復
し
て
お

ら
ず
、
コ
ロ
ナ
時
に
借
り
入
れ
を
行
い
そ
の
返
済
が

始
ま
り
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
検
討
委
員
会
で
審
議

し
た
の
か
。

答　

指
宿
市
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
の
財
源
検
討
委

員
会
へ
の
諮
問
内
容
は
、
財
源
導
入
の
是
非
や
課
題
、

方
法
等
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
宿
泊
事
業
者
の
財
務

状
況
な
ど
は
議
論
し
て
い
な
い
が
、
宿
泊
者
の
減
少

に
伴
い
厳
し
い
財
務
状
況
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
中

で
議
論
し
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

問　

検
討
委
員
会
で
は
、
宿
泊
者
に
対
し
て
丁
寧
な
説

明
が
必
要
で
あ
る
。
同
時
に
早
け
れ
ば
令
和
８
年
10

月
か
ら
導
入
す
る
答
申
ま
で
し
て
い
る
。
事
業
者
と

市
長
の
意
見
交
換
会
の
内
容
を
読
め
ば
、
不
十
分
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答　

宿
泊
事
業
者
と
十
分
な
議
論
を
行
い
、
丁
寧
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

事
業
者
の
理
解
を
得
て
か
ら
導
入
す
る
の
か
。

答　

意
見
交
換
等
を
重
ね
た
う
え
で
導
入
時
期
を
判
断

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
医
療
・
介
護
に
つ
い
て

宿
泊
税
に
つ
い
て

指
宿
温
泉
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
指
定
管
理
業

務
と
委
託
業
務
に
つ
い
て

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
温
泉
保
養
館
大
規
模
改
修

工
事
に
つ
い
て

10第８8号いぶすき市議会だより
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高
た か だ

田チ
ち よ

ヨ子
こ

 議員

下
しもかわとこ

川床　 泉
いずみ

 議員

西
に し だ

田　義
よしてつ

哲 議員

問　

障
害
者
の
緊
急
要
請
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ

い
の
か
。

答　

音
声
に
よ
る
要
請
が
困
難
な
場
合
、「
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１

９
番
」
と
「
メ
ー
ル
１
１
９
番
」
の
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
お
り
、
指
宿
南
九
州
消
防
組
合
が
窓
口
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
」
の
シ
ス
テ
ム
も
令
和
８
年

４
月
か
ら
導
入
予
定
で
あ
る
。

問　

障
害
者
手
帳
「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
、
氏
名
や
顔
写
真

な
ど
、
障
害
者
手
帳
の
情
報
を
登
録
で
き
る
も
の
で

あ
る
。

問　

「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
を
使
う
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答　

障
害
者
手
帳
を
常
時
携
帯
し
な
く
て
も
各
種
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
人
前
で

障
害
者
手
帳
を
出
す
必
要
が
な
く
な
る
た
め
、
精
神

的
な
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

若
者
の
団
体
へ
の
支
援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

各
団
体
が
企
画
す
る
キ
ャ
ン
プ
や
婚
活
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
の
広
報
や
駐
車
場
整
理
等
、
運
営
の
一
部
を

協
力
し
て
い
る
。

問　

青
年
団
の
復
活
は
で
き
な
い
か
。

答　

早
期
の
復
活
は
難
し
い
が
、
共
通
の
趣
味
な
ど
で

集
い
、
交
流
の
場
を
構
築
し
、
地
域
活
動
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
機
会
を
確
保
し
た
い
。

問　

例
え
ば
、
校
長
室
で
給
食
を
食
べ
な
が
ら
、
地
域

と
情
報
共
有
す
る
体
制
づ
く
り
は
で
き
な
い
か
。

答　

地
域
の
関
係
団
体
等
と
学
校
が
情
報
を
共
有
す
る

体
制
づ
く
り
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

家
庭
と
学
校
が
連
携
で
き
る
施
策
は
な
い
か
。

答　

家
庭
教
育
学
級
な
ど
、
家
庭
教
育
の
学
び
の
機
会

確
保
に
向
け
て
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問　

農
業
用
施
設
資
材
の
高
騰
に
よ
り
、
新
規
建
設
を

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
経
営
体
が
あ
る
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

資
材
高
騰
の
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
中
、
施
設
導

入
は
、
詳
細
な
収
益
試
算
を
行
う
な
ど
慎
重
な
対
応

を
取
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

経
営
体
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

答　

Ｉ
Ｐ
Ｍ
栽
培
な
ど
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
図

る
取
り
組
み
を
進
め
て
、
農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
被
覆
資
材
の
張
替
え
に
よ

る
施
設
の
長
寿
命
化
や
リ
タ
イ
ア
す
る
農
家
の
施
設

を
改
修
し
、
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
取
り
組
み
も

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
新
た
な
事
業
の
活
用

も
含
め
て
、
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
で
き
る
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
指
宿
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
運
用
に
つ
い

て
○
い
ぶ
す
き
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
に
つ
い
て

安
心
・
安
全
な
生
活
の
た
め
に

若
者
が
活
躍
で
き
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

学
校
運
営
に
つ
い
て

物
価
高
騰
に
よ
る
農
業
用
施
設
へ
の
影
響
に

つ
い
て
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松
まつした

下　知
と も え

惠 議員

新
しんぐうりょう

宮 領　實
みのる

 議員

前
ま え の そ の

之園正
まさかず

和 議員

問　

商
工
水
産
課
の
中
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
係
が
あ
っ

て
体
制
が
つ
く
れ
る
か
。
ふ
る
さ
と
納
税
室
、
も
し

く
は
推
進
室
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

寄
付
額
が
多
い
自
治
体
で
は
、
市
役
所
職
員
が
中

心
と
な
っ
て
ふ
る
さ
と
納
税
に
力
を
入
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
専
門

員
と
し
て
10
年
、
20
年
頑
張
り
ま
す
と
い
う
職
員
を

育
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
い
ぶ
す
き
観
光

デ
ザ
イ
ン
と
連
携
し
た
現
体
制
が
良
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

ひ
ょ
う
た
ん
池
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
図
り
、
洗

浄
便
座
と
し
、
ト
ー
タ
ル
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
検

討
で
き
な
い
か
。

答　

多
く
の
人
が
利
用
す
る
場
所
で
あ
る
た
め
、
優
先

順
位
も
高
い
と
考
え
て
い
る
。
洋
式
化
だ
け
で
な
く
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
含
め
て
検
討
し
、
予
算
確
保
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
自
治
会
組
織
の
継
続
に
つ
い
て

問　

国
や
県
の
制
度
の
活
用
な
ど
、
就
労
マ
ッ
チ
ン
グ

に
向
け
て
取
り
組
む
考
え
は
な
い
の
か
。

答　

移
住
予
定
者
に
対
す
る
再
就
職
支
援
と
し
て
、
令

和
５
年
に
公
益
財
団
法
人
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

鹿
児
島
事
務
所
と
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
こ
れ
は
全

国
初
の
取
り
組
み
と
な
る
。

問　

空
き
家
で
起
業
を
考
え
る
人
が
利
用
で
き
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

答　

令
和
７
年
度
か
ら
、
地
域
食
材
を
生
か
し
た
メ
ニ

ュ
ー
開
発
や
ア
ー
ト
・
文
化
活
動
を
駆
使
し
た
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
幅
広
く
活
用
で
き
る
域
内
経
済
循
環
促

進
事
業
を
創
設
し
た
。

問　

市
職
員
に
防
災
士
の
資
格
を
取
得
さ
せ
る
考
え
は

な
い
か
。

答　

防
災
に
関
す
る
実
践
的
な
知
識
を
身
に
付
け
、
地

域
防
災
推
進
員
と
し
て
県
か
ら
認
定
さ
れ
る
地
域
防

災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
受
講
を
検
討
す
る
。

問　

市
と
し
て
の
支
援
策
お
よ
び
過
去
の
議
会
答
弁
で

民
間
業
者
へ
の
協
力
依
頼
も
す
る
と
の
答
弁
だ
っ
た

が
ど
う
な
っ
た
か
。
ま
た
、
県
内
に
お
け
る
支
援
策

の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

平
成
28
年
の
答
弁
以
降
に
、
民
間
業
者
に
協
力
依

頼
を
し
た
経
緯
は
な
い
が
、
市
民
の
要
望
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
、
市
の
公
共
交
通
体
系
の
見
直
し
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
に
は
、
運

転
免
許
返
納
者
に
商
品
券
や
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
配

布
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

問　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
同
じ
よ
う
な
位
置
付
け

で
ト
イ
レ
の
個
室
に
配
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

学
校
で
は
、
保
健
室
に
保
管
し
て
お
り
、
全
て
の

ト
イ
レ
に
配
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今

後
は
必
要
な
時
に
使
え
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。
市
役
所
で
は
、
引
換
券
方
式

と
し
、
ト
イ
レ
へ
の
配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

市
長
の
施
策
に
つ
い
て

交
通
弱
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

指
宿
ら
し
さ
を
生
か
し
た
移
住
・
定
住
政
策

に
つ
い
て

防
災
士
の
育
成
と
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て

市
立
学
校
や
市
の
公
共
施
設
へ
の
生
理
用
品

配
置
に
つ
い
て
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三
原
市
で
は
、
空
き
家
対
策
と
し

て
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用
や
相
談

支
援
、
３
６
０
度
Ⅴ
Ｒ
カ
メ
ラ
を
活

用
し
た
物
件
紹
介
や
改
修
費
補
助
を

行
い
、
子
育
て
世
代
や
若
年
層
の
移

住
を
促
進
し
て
い
る
。

　

所
感
と
し
て
、
三
原
市
は
、
新
幹

線
、
空
港
、
港
が
整
備
さ
れ
、
陸
海

空
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
恵
ま
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
や
支
援
制
度
の
工
夫
に
、

若
者
世
代
を
引
き
付
け
る
姿
勢
が
感

じ
ら
れ
た
。

　

萩
市
で
は
、
移
住
定
住
情
報
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
は
ぎ
ポ
ル
ト
」
を
展

開
し
、
お
試
し
住
宅
の
整
備
や
空
き

家
バ
ン
ク
、
各
種
補
助
制
度
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
て
い
た
。
ま
た
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
移
住
支
援
に

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
。

　

所
感
と
し
て
、
地
域
全
体
で
移
住

者
を
迎
え
る
体
制
が
整
っ
て
お
り
、

関
係
人
口
か
ら
移
住
定
住
へ
誘
導
す

る
丁
寧
な
ス
テ
ッ
プ
の
構
築
と
、
移

住
を
「
人
と
の
つ
な
が
り
」
か
ら
支

え
る
姿
勢
に
温
か
み
を
感
じ
た
。

　

大
野
城
市
で
は
、
防
災
士
の
養
成

組
織
化
を
推
進
し
、
市
職
員
向
け
の

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
市
民
向
け
講
座
、

防
災
士
同
士
の
連
携
支
援
や
継
続
的

な
研
修
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　

所
感
と
し
て
、
市
職
員
が
防
災
士

と
し
て
地
域
を
支
え
る
体
制
が
印
象

的
で
あ
り
、
本
市
で
も
、
防
災
に
対

す
る
人
材
育
成
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

空
き
家
対
策
・
移
住
定
住
促
進

の
取
り
組
み

定
住
総
合
相
談
窓
口
は
ぎ
ポ
ル

ト
の
取
り
組
み

所
管
事
務
調
査
の
報
告

総
務
水
道
委
員
会

令
和
７
年
５
月
12
日
か
ら
14
日
に

か
け
て
、
広
島
県
三
原
市
、
山
口

県
萩
市
、
福
岡
県
大
野
城
市
で
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
士
養
成
・
組
織
化
支
援
事
業山口県萩市

　

人
吉
市
で
は
、
商
工
会
議
所
や
市

の
協
力
の
も
と
、
九
日
町
商
店
街
組

合
に
由
来
し
た
「
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上

げ
て
い
る
。
子
育
て
中
の
親
子
が
集

い
、
情
報
交
換
や
遊
び
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
に
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ

う
な
交
流
の
場
を
提
供
し
、
楽
し
い

子
育
て
と
、
育
児
支
援
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
。

　

所
感
と
し
て
、
指
宿
駅
前
商
店
街

の
活
性
化
と
子
育
て
支
援
の
た
め
に
、

同
じ
よ
う
な
事
業
を
実
施
で
き
れ
ば

良
い
と
感
じ
た
。

　

熊
本
市
で
は
、
不
登
校
児
童
生
徒

を
含
む
長
期
欠
席
者
へ
の
支
援
と
し

て
、
小
中
学
生
を
対
象
に
教
師
等
の

経
験
を
持
っ
た
任
用
職
員
を
11
人
配

置
し
、
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
学
校
復
帰
や

心
の
居
場
所
づ
く
り
、
学
習
機
会
の

保
障
な
ど
、
社
会
的
に
自
立
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
６
教
室
を
配
置
し
、
ユ

ア
・
フ
レ
ン
ド
活
動
（
熊
本
大
学
教

育
学
部
の
学
生
に
よ
る
「
不
登
校
児

童
生
徒
の
話
し
相
手
・
遊
び
相
手
」

と
し
て
の
活
動
）
や
自
律
走
行
型
パ

ー
ソ
ナ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
教
室

参
加
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

　

所
感
と
し
て
、
不
登
校
児
童
生
徒

が
増
加
し
て
い
る
本
市
に
お
い
て
も
、

学
習
支
援
を
含
め
た
対
策
を
進
め
て

い
き
た
い
と
感
じ
た
。

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

長
期
欠
席
者
へ
の
学
習
支
援

所
管
事
務
調
査
の
報
告

文
教
厚
生
委
員
会

令
和
７
年
５
月
14
日
か
ら
15
日
に

か
け
て
、
熊
本
県
人
吉
市
、
熊
本

市
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

熊本県熊本市

令和７年８月18日発行13



山川中学校
中村 詩音さんの作品

開聞中学校
谷村 実乃里さんの作品

開聞中学校
中村 穂奈美さんの作品

　

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と

は
、
地
域
経
済
を｢

庭｣
、
地
元
の
中

小
企
業
を
「
植
物
」
と
見
立
て
、
地

元
の
中
小
企
業
を
育
て
、
地
域
経
済

を
活
性
化
さ
せ
る
政
策
で
あ
る
。
国

内
の
第
一
人
者
で
あ
る
拓
殖
大
学
山

本
尚
史
教
授
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
地
元
経
済
を
活
性
化
し

て
い
る
２
自
治
体
の
取
組
み
状
況
を

調
査
し
た
。

　

山
武
市
で
は
、
平
成
25
年
度
に
70

社
を
対
象
に
市
長
と
副
市
長
が
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
、
地
元
中
小
企
業

が
繁
栄
す
る
環
境
づ
く
り
や
活
性
化

策
を
研
究
し
な
が
ら
異
業
種
交
流
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
た
。

　

寒
川
町
で
は
、
町
長
が
先
頭
に
立

ち
、
組
織
や
企
業
を
訪
問
し
な
が
ら
、

問
題
点
を
洗
い
出
し
、
地
域
全
体
で

｢

さ
む
か
わ｣

の
経
済
を
支
え
、
安
定

し
た
「
し
ご
と
」
を
育
む
た
め
、
地

域
経
済
成
長
に
向
け
た
き
め
細
や
か

な
支
援
を
実
施
し
て
い
た
。

　

南
足
柄
市
で
は
、
新
た
な
担
い
手

確
保
や
耕
作
放
棄
地
解
消
の
た
め
、

１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
農

地
を
耕
作
し
よ
う
と
す
る
人
が
営
農

計
画
書
を
農
業
委
員
会
に
提
出
す
る

こ
と
で
市
民
農
業
者
と
し
て
承
認
し

て
い
た
。

　

市
民
農
業
者
に
は
、
農
政
課
と
農

業
委
員
会
が
就
農
相
談
に
応
じ
、
農

地
の
貸
借
な
ど
の
手
続
き
を
支
援
し

て
い
た
。

　

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に

市
主
導
で
取
組
み
、
商
工
会
議
所
や

観
光
協
会
、
農
業
関
係
団
体
、
福
祉

施
設
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
農
業
政
策
に
つ
い
て
も
市
主
導

で
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
感
じ

た
。

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

市
民
農
業
者
制
度

所
管
事
務
調
査
の
報
告

産
業
建
設
委
員
会

令
和
７
年
５
月
19
日
か
ら
21
日
に

か
け
て
、
千
葉
県
山
武
市
、
神
奈

川
県
寒
川
町
、
南
足
柄
市
で
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

委
　
員
　
所
　
感

　

第
１
０
１
回
全
国
市
議
会
議
長

会
定
期
総
会
で
、
永
年
勤
続
議
員

と
し
て
本
市
か
ら
３
人
の
議
員
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
の
本
会
議
終
了
後
、

表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
員
30
年
以
上
勤
続
表
彰

　
　
　
　

福 

永　

德 

郎　

議
員

議
員
20
年
以
上
勤
続
表
彰

　
　
　
　

吉 

村　

重 

則　

議
員

議
員
15
年
以
上
勤
続
表
彰

　
　
　
　

西 

森　

三 

義　

議
員

議
　
員
　
表
　
彰

西森議員、福永議員、吉村議員
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議　案　名 議決結果

令和６年度指宿市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について ―

令和６年度指宿市水道事業会計予算繰越計算書の報告について ―

令和６年度指宿市温泉供給事業会計予算繰越計算書の報告について ―

令和６年度指宿市公共下水道事業会計継続費繰越計算書の報告について ―

令和６年度指宿市一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について ―

財産の取得について 同　　意

指宿市部設置条例の一部改正について 原案可決

指宿市職員の勤務時間，休暇等に関する条例及び指宿市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原案可決

指宿市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について 原案可決

指宿市税条例の一部改正について 原案可決

指宿都市計画事業十町土地区画整理事業施行条例の一部改正について 原案可決

市道の廃止及び認定について（２件） 原案可決

令和７年度指宿市一般会計補正予算（第２号）について 原案可決

令和７年度指宿市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

令和７年度指宿市介護保険特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

令和７年度指宿市一般会計補正予算（第３号）について 原案可決

指宿市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 原案可決

令和７年度指宿市一般会計補正予算（第４号）について 原案可決

令和７年度指宿市水道事業会計補正予算（第１号）について 原案可決

令和７年度指宿市公共下水道事業会計補正予算（第１号）について 原案可決

指宿市議会委員会条例の一部改正について 原案可決

南指宿中学校30号棟長寿命化改良等工事（建築）請負契約の締結について 同　　意

　　

令和７年第２回定例会で審議された議案等一覧
全員一致の案件

陳情書

松
下
　
知
惠

山
本
　
敏
勝

前
原
　
五
男

東
　
　
勝
義

西
田
　
義
哲

新
宮
領
　
實

恒
吉
　
太
吾

田
中
　
健
一

吉
村
　
重
則

東
　
　
伸
行

井
元
　
伸
明

新
川
床
金
春

福
永
　
德
郎

高
田
チ
ヨ
子

前
之
園
正
和

下
川
床
　
泉

西
森

三
義

議決結果

指宿市立市民会館条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 欠 ◆ 〇 〇 ◆ 〇 — 原案可決

指宿市議会議員定数条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 ◆ 〇 欠 ◆ 〇 〇 ◆ 〇 — 原案可決

指宿市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 欠 ◆ 〇 〇 ◆ 〇 — 原案可決

「教職員定数改善」及び「義務教育費国庫負担制度の負担
率の引上げ」に係る意見書（案） ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 — 原案可決

「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書（案） ◆ 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 — 原案可決

　　

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善、義務教育費国庫負
担制度の負担率の引上げをはかるための、2026年度政府予
算に係る意見書採択に関する陳情書

◆ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 — 採　　択

「カリキュラム・オーバーロード」改善を求める意見書採択に
関する陳情書 ◆ 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 — 採　　択

宿泊税導入に反対する陳情書 閉会中の継続審査（総務水道委員会付託分） 継続審査

　　

議  案  名

氏 　 名

賛否が分かれた案件
※賛成「○」、反対「◆」、欠席「欠」、棄権「棄」で記載しています。

※西森議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。
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松
下
　
知
惠

山
本
　
敏
勝

前
原
　
五
男

東
　
　
勝
義

西
田
　
義
哲

新
宮
領
　
實

恒
吉
　
太
吾

田
中
　
健
一

吉
村
　
重
則

東
　
　
伸
行

井
元
　
伸
明

新
川
床
金
春

福
永
　
德
郎

高
田
チ
ヨ
子

前
之
園
正
和

下
川
床
　
泉

西
森

三
義

議決結果

指宿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分
の承認を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 欠 ◆ 〇 — 承　　認

ヘルシーランド温泉保養館大規模改修工事（建築）請負変更契約
の締結について 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 ◆ 〇 〇 ◆ 〇 〇 ◆ 〇 — 同　　意

令和７年度指宿市一般会計補正予算（第１号）について ◆ 〇 〇 ◆ 〇 ◆ ◆ 〇 ◆ 〇 〇 ◆ 〇 〇 ◆ 〇 — 原案可決

　　

議  案  名

氏 　 名

賛否が分かれた案件
※賛成「○」、反対「◆」、欠席「欠」、棄権「棄」で記載しています。

※西森議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。

　

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
号
が
お
手
元
に
届
く
の
は
お

盆
明
け
の
頃
か
と
思
い
ま
す
。
か

け
が
え
の
な
い
故
人
を
し
の
び
、

家
族
や
ふ
る
さ
と
の
絆
を
改
め
て

感
じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
号
で
は
、
6
月
議
会
の
議
案

や
一
般
質
問
の
内
容
と
、
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
第
2
回
臨
時
会
で
審
議

し
ま
し
た
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
温
泉

保
養
館
の
大
規
模
改
修
工
事
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
も
大
き
な
関
心
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
改
修
に
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
観

光
客
に
と
っ
て
も
、
よ
り
快
適
で

魅
力
的
な
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
日
々
の
暮
ら
し
が
よ

り
豊
か
に
な
る
よ
う
、
私
た
ち
議

員
も
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
今
後
も
、
開
か
れ
た
議

会
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
い
情

報
を
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
紙

面
づ
く
り
に
委
員
一
同
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

暑
さ
厳
し
き
折
、
ど
う
ぞ
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

　
　
広
報
特
別
委
員 

新
宮
領　

實

編
集
後
記

＊傍聴においでください＊
令和７年第３回定例会（９月議会）が下記のとおり予定されています。

招 集 ・ 議 案 上 程 ８月28日（木）
総 務 水 道 委 員 会 ９月２日（火）
文 教 厚 生 委 員 会 ９月３日（水）
産 業 建 設 委 員 会 ９月４日（木）
一 　 般 　 質 　 問 ９月17日（水）・18日（木）・19日（金）
委員長報告・表決 ９月26日（金）
※各会議は、指宿庁舎３階にて午前10時から開催されます。

（本会議は議場、委員会は議員控室）
※日程などは変更されることがありますので、傍聴の際には
　あらかじめ市議会事務局までお問い合わせください。

TEL0993(22)2111（内線2511・2512）

開聞中学校
住吉　茜さんの作品

令和７年第２回臨時会で審議された議案等一覧
議　案　名 議決結果

指宿市税条例及び指宿市都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 承　　認

令和７年度指宿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の専決処分の承認を求めることについて 承　　認

　　

全員一致の案件

西指宿中学校
橋口 名月さんの作品

西指宿中学校
谷﨑 樹理さんの作品

16第８8号いぶすき市議会だより


